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(SUPERSEDES NO、

(SUPERSEDES NO、

　　　　　　　　　REASON

FA-200　Honeywe11社製VHF CO圓/NAV無線機の追加、Slick社製ENGマグネトの追加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び記載の適正化に伴う飛行規程の一部改訂について

FA-200飛行規程の一部を改訂しま･したので、その改訂内容をお知らせいたします。

型式により該当頁が違いますので、下記要領に従い該当頁を差換えて使用してください。

mFA-200-16｛｝飛行規程の該当頁（改訂17）

　型式設計変更で追加したRoneyweH社製VBF CO圖/NAV無線機及びSHck社製ENGマグネト

に関する反映の他、「第２章限界事項の章」に関する記述の適正化及び誤記訂正。

　　①飛行規程承認書　　　　　　　　　　：本紙頁　３

　　②承認頁一覧表頁（Ｆ．Ｉ）　　　　　　：本紙頁　４

　　③承認対象外頁一覧表頁（P.n）　　　　:本紙頁　５

　　④訂正表頁（P.Ⅲ、Ⅲ-1（追加頁））　　：本紙頁　6、7

　　⑤目次（P.IV）　　　　　　　　　　　:本紙頁　８

　　⑥第２章限界事項（P.2～6）　　　　　:本紙頁　9～14

　　⑦別添Ｄ頁『P』9）　　　　　　　　　:本紙頁15

　　⑧別添Ｆ頁（P.46）　　　　　　　　　:本紙頁16

（2）FA-200-180飛行規程の該当頁（改訂16）

　型式設計変更で追加したHoneywe11社製VHF COMM/NAV無線機及びSlick社製ENGマグネト

に関する反映の他、「第２章限界事項の章」に関する記述の適正化及び誤記訂正。

①飛行規程承認書

②承認頁一覧表頁（Ｐ．Ｉ）

③承認対象外頁一覧表頁

④訂正表頁（1･.Ⅲ、Ⅲ-1

⑤目次（P.IV）

(P.II)

(追加頁))

⑥第２章限界事項（P.3～9）

⑦第４章通常手順（F.15）

⑧別添D（P.42、42-1、42-3）

：本紙頁17

:本紙頁18

:本紙頁19

:本紙頁20、21

:本紙頁22

:本紙頁23～30

:本紙頁31

:本紙頁32～34

（3）FA-200-18｛｝AO飛行規゜の該当頁（　訂F）

　型式設計変更で追加したRoneyweH社製V匪CO涵/NAV無線機に関する反映の他、「第２章

限界事項の章」に関する記述の適正化及ぴ誤記訂正。

　　①飛行規程承認書　　　　　　　　　　：本紙頁35

　　②承認頁一覧表頁（Ｐ．Ｉ）　　　　　　：本紙頁36

　　③承認対象外頁一覧表頁（P.II）　　　　:本紙頁37

　　④訂正表頁（P.Ⅲ）　　　　　　　　　:本紙頁38
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　　　　　　　　　　　　　　第本Ｆ－２００９－３６３号

飛行規程承認書

航

空

機

種　　　　　類 飛行機

型式及び製造者
富士重工式FA･200･160型

富士重工業株式会社

国籍記号及び登録記号 ＪＡ 製造番号

型式証明書番号 第２．０－１４号

酎空証明書番号及び

有　効　期　間 平成　年　月　　日から平成　年　月　　日まで

'飛

行

規

程

作　成　管　理一考 富士重工業株式会社

作成管理者による種類 ●ＴＣ　　　　□原　　　　□個別　　　　□ＳＴＣ

構成による区分

■基本改訂１７

□追加

承　認　事　由

□型式証明　　　　■型式設計変更

□追加型式設計承認　□追加型式設計変更承認‘

□雨空証明（新規）□雨空証明（更新）

□修理改造検査　　□その他

上記の航空機の飛行規程について承認する。

　　　　　　　　航空ﾉla術部　　胆訣溺肘

　　　　　　　　　航空機安全課　腔居間D・

　　　　　　　　　　　　朧

承認年月日　平成２２年１月１３日
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一

富士重工式ＦＡ－２００－１６０型

平碑.顎年１月13日｜

　承認頁一覧表

製造番号FA-200-13以降に適用 ｜

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

１

２

３

４

４Ａ

５

６

７

８

９

S49.7.26

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

S49.7.26

S49.7.26

H 9. 9.30

- Ｉ－
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Ｉ

富士重工式ＦＡ－２００－１６０型

　　　　　平成22年１月13日

㎜㎜㎜　　　　　　　㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■㎜■■■㎜■■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜■■■㎜

承認対象外頁一覧表

製造番号FA-200-13以降に適用

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

　Ｉ

　Ｈ

　Ⅲ

Ⅲ-１

　Ⅳ

　Ｖ

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H I.10.2

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

　　一

　　一

　　－

　　一

　　一

H 1.10.2

H I.10.2

H20.1.23

H I.10.2

H22.1.13

　　－

犯0.1.23

H I.10.2

　　－

　　一

　　一

　　－

　　－

　　一

　　一

　　一

　　－

　　一

　　－

　　一

　　一

　　一

　　一

　　一

　　一

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

　　－

　　－

　　一

　　－

　　一

　　一

H22.1.13

　　－

　　－

　　－

　　－

　　一

　　－

　　一

　　一

　　－

　　一

H I.10.2

　　－

　　一

　　一

　　－

　　－

　　一

　　－

　　一

　　－

　　－

－II－
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TCF-50-6-2A（l）

訂正表

富士重工式FA-200-160型

　　　平成22年１月13日

訂正番号 日　　付 訂正頁 内　　　容

原　文 S41.3.1 型式証明番号　第20号

改訂１ S41.7.6 型式証明番号　第20-1号による。

改訂２ S42.7.29 型式証明番号　第20-2号による。

改訂３ S43.2.28 型式証明番号　第20-3号による。

改訂４ S44.1.13 型式証明番号　第20-4号による。

改訂５ S44.10､22 型式証明番号　第20-5号による。

改訂６ S45.5.12 型式証明番号　第20-6号による。

改訂７ S46.1.26 型式証明番号　第20-7号による。

改訂８ S47.2』6 全面改訂 型式証明番号　第20-8号による。

　(D　全号機に共通適用化

　(2)記述内容の簡潔化

　(3)曲技要領追加

改訂９ S48.2.8 I、II、Ⅳ、

n、12、17、19、

20、22、24、25、

26、27、31、37、

41、42、43、44、

51、56

（1）非常操作手順の一部改訂

（2）通常操作手順の一部改訂

（3）性能曲線に注記追加

（4）装備品一覧表の訂正及び追加

（5）追加飛行規程一覧表を局承認

　　対象外とする。

改訂10 S48.6、4 I、Ⅱ、4、44A 真空計マーキングの追加

改訂II S49.7.26 全面改訂 型式証明番号第20-9号及び

　　　　　　第20-10号による。

改訂12 S57.H.8 - 型式証明番号　第20-12号による。

改訂13 H I.10.2 I、n、Ⅲ、lv、

15、16、18、19、

21、22

型式証明番号　第20-13号による。

　（1）承認頁一覧表と承認対象外頁

　　　　一覧表の分離

　（2）装備品一覧表の改訂

改訂14 H 9. 9.30 I、n、Ⅲ、3、

4、5、9

騒音規制に関する記述追加

改訂15 H20.1.23 Ⅲ、17、21 型式証明番号　第20-12号による。

　（1）ブレーキ組立の追加

型式証明番号　第20-13号による。

　（1）回転計の追加

改訂16 H20.1.23 Ⅲ、17 承認番号　第20-14-A2号による。

　（1）蓄電池の追加

承認番号　第20-14-0002号による。

　（1）吸気フィルタの追加

一Ⅲ一
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TCF-50-6-2A（D

Ｍ

訂正表（続き）

富士重工式FA-200-160型

　　　平成22年１月13日

訂正番号 日　　付 訂正頁 内　　　容

改訂17 H22.1.13 I，n，Ⅲ，Ⅲ-1，Ⅳ，

2，3，4，弑5，6，

19，4『

承認番号第20-14-A3号による。

・（1）磁石発電機の追加

承認番号　第20-14-A4号による。

　（1）承認頁一覧表を局承認対象外と

　　　　する。

　（2）承認頁一覧表から局承認印相を

　　　　削除する。

　（3）VHF CO囲/NAV無線機の追加

　（4）荷物室内の荷物固縛指示明確化

　（5）誤記及び漏記の訂正

　（6）限界事項の記載内容統一

－Ⅲ-1－
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頁一覧表

訂正表

第1章　概要

｀鯛}回グ
富士重工式FF200-160型

　　　平成22年１月13日

Ｉ～ｎ

Ⅲ

１

第２章　限界事項

　２－１　最大重量

　２－２　許容重心位置範囲

　２－３　床面の強度

　２－４　離着陸性能に関する限界

　２－５　対気速度限界

　２－６　動力装置運転限界

　２－７　その他の限界

　　　２－７－１　運用様式

　　　２－７－２　承認された曲技飛行及び開始速度

　　　２－７－３　制限荷重倍数

　　　２－７－４　搭乗者限界

　　　２－７－５　計器及び操縦装置その他の装置の使用に関する限界計器標識

　　　２－７－６　操縦標識

第３章　非常の場合とらなければならない各種装置の操作その他の措置

第4章

第5章

別添Ａ

別添Ｂ

別添Ｃ

通常の場合における各種装置の操作方法

性能

三面図

自重および重心位置

重量重心計算表

－IV－

２
　
２
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７

Ｑ
｝
９

　　　１０
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２－１最大重量

　最大離陸重量：

｀埠⑩回ダ

第2章 限界事項

　　　富士重工式FA-200-160型

航空局承認平成22年１月13日

耐空類別
最大離陸重量

プロペラ7656 プロペラ7662

Ｎ 1,060 kg 1,030 kg

Ｕ 970kg 970 kg

Ａ 880kg 880 kg

２－２許容重心位置範囲

耐空類別 前方限界 後方限界 重量 備考

〔ｸﾞご〕

STA2494
27.0％MAC

STA2631

36.0％MAC
1,060 kg 左記重量間は、

直線的に変化す

る。STA2364

18.5％MAC

STA2631

86.0％MAC
　　890 kg

又はそれ以下

〔ｸﾞご〕

STA2468

25.3％MAC

STA2631

36.0％MAC
1,030 kg

同上
STA2364

18.5％MAC

STA2631

36.0％MAC

　　890 kg
又はそれ以下

Ｕ

STA2425

22.5％MAC

STA2585

33.0％MAC
970 kg

同上
STA2364

18.5％MAC

STA2585

33.0％MAC

　　890 kg
又はそれ以下

Ａ
STA2364

18.5％MAC

STA2479

26.0％MAC

　　880 kg
又はそれ以下

同上

¶,１００

1,0001

重
量
帰

９･００

８００

7･0 0

1,0る

ｎａｗＳｊｒＡ ２４り　　ＳＴＡ ２６５１

ﾒ∠L

聯ﾑ芦
-十-

STA,24？－一一

STA 25
『

３５

一i二Σi･QyUKy

ｊ∩ ／／／／／ '弓 QQUZV　レ
プ

／

／

／

Ａ 』 Ｕ ＼l
t

Ｎ

２４００ 　,25･0 0

gTA(mm)

２６００

基準一（８ＴＡ Ｏ）：肪火蓋７部最肋端の前方１３２りｓｓ．

－2－

口口

□コ
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⌒

２－３床面の強度

　　　　　　手荷物橿最大積載量：

　　　　　　手荷物室最大積載量：

２－４離着陸性能に関する限界

　　　　　　証明された横風速度：

２－５対気速度限界（IAS）

富士重工式FA-200-160

航空局承認平成22年１月

20kg

40kg

80kg

15.0kt

号　FA･200･13～FA,200-19

A-200-244以降

製造番号FA-200-28～FA-200.248

製造番号FA･200･244以降

Ｊ

耐空類別 Ｎ､Ｕ Ａ

超過禁止速度（vs） 167 mph （145 kt） 172 mph （149 kt）

構造上の最大巡航速度（vxo） 148 mph（129 kt） 148 mph（129 kt）

設計運動速度（VA） 134 mph（116kt） 148mph（129 kt）

フラップ下げ速度（V5）
119 mph（103 kt）（フラップ25°及び35°）

139 mph（121 kt）（フラップ15°）

２－６動力装置運転限界

（１）最大回転速度：

　　　最大離陸及び最大連続運転回転速度：

　　　最大常用運用回転速度：

(２)

(３)

(４)

許容最大シリンダ・ヘッド温度：

許容最大揚油温度：

最低燃料等級：

2,700rpm

2,700rpm

2,600rpm

(製造番号RA-200-13～294まで)

(製造番号RA･200-295以降)

(製造番号FA,200･295以降)

260℃（500？）

　　　　　118℃（2457

91/96オクタン　航空ガソリン

100/180オクタン　航空ガソリン

（５）揚油等級：　鼠孤

　　　　　　　　15.5℃以上（60？）

　　　　　　　　･1℃～32℃（30？～90？）

　　　　　　　　48℃～21℃（0？～70？）

　　　　　　　　-12℃以下（101）

（６）攬油圧力：

（７）燃料圧力：

常用時最大/最小

アイドル時最小

始動及び暖気運転時最大

最大/最小

－3－

)

　製造番号FA,200･18～243〔

但FA-200-102を除く

　製造番号FA-200,102及び[

FA-200･244以降

隻畿

SA150相当

SAE40相当

SAE80相当

SAE20相当

90 psi / 60 pai

25psi

100 psi

8 psi/0.5psl
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尚尚瘤戸ダ
　　　富士重工式FA-200べ60型

航空局承認平成22年１月13日

２－７その他の限界

　　２－７－１運用様式

　　　　　　　　この飛行機は、有視界飛行方式の昼間の他、必要な装備を施した場合は、追加

　　　　　　　　飛行規程に記載の運用様式に適する。

２－７－２承認された曲技飛行及び開始速度（IAS）

（１）Ｎ類最大重量　106o kg （プロベラ7656）

　　　　　　　　　　　1030 kg （プロベラ7662）

　　　錐揉を含む全ての曲技飛行を禁止する。

（２）Ｕ類最大重量　970 kg

　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　種　目　　　　-
　　　シャンデル

　　　レージーエイト

　　　スティープターン

　　　失速（ヒップストールを除く）

　　　錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

（３）Ａ類最大重量880 kg

　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　　種　目
　　　　　一　　　シャンデル

　　　レージーエイト

　　　スティープターン

　　　失速（ヒップストールを除く）

　　　ループ

　　　キューバンエイト

　　　インメルマンターン

　　　クローバーリーフ

　　　エルロンロール

　　　バレルロール

　　　スナップロール

　　　上昇反転

　　　失速反転

　　　錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

４－

　　安全開始速度

135 mph(n7kt)

135 mph (n7kt)

135 mph (n7kt)

　　緩減速

　　緩減速

　　安全開始速度

135 mph (117kt)

135 mph (n7kt)

135mph(117 kt)

　　緩減速

150 mph (130 kt)

150 mph(130kt)

150 mph (130 kt)

150mph(130kt)

130mph(113 kt)

130 mph (113 kts〉

100 mph (87 kt)

110 mph(96kt)

110mph(96kt)

　　緩減速

SERvlCE NEWS　200･018
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２－７－３制限荷重倍数

　　　富士重工式FA-200-160型

航空局承認平成22年１月13日

雨空類別
制限運動荷重倍数

フラップ上げ フラップ下げ

Ｎ 十3､8～･1.52

＋2.0Ｕ 十4､4～-1.76

Ａ 十6.0～,3.0

２－７－４搭乗者限界

　　最大搭乗者数：

最小搭乗者数：

Ｎ類

Ｕ類

Ａ類

４名

３名

２名

１名

但し、搭乗者ａ名の場合は前席２名とする。

4A･
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大鯛ヨドダ 　　　富士重工式FA-200-160型

航空局承認平成22年１月13日

２－７－５計器及び操縦波置その他の装置の使用に関する限界計器標識

≧ﾄﾞ≒ 単位
赤色放射線

　(限界)
黄色弧線〔゛ご〕

緑色弧線
円P〕

　白色弧線
〔昌昌

対気速度計 mph（IAS） 167 148～167 63～148 51～119

kt（IAS） 145 129～145 55～129 44～103

燃料圧力計 psi 0.5/8 一 0.5～8 一

滑油圧力計 psi 25/90
25～60

(往5)
60～90 一

揚油温度計
　℃

（?）
H8

(245)

　38～60

(100～140)

　60～H8

(140～245)

-

回転計

　(製造番号

FA司00-294まで)
rpm 2700 - 2200～2700 一

回転計

　(製造番号

FA-200-295以降)

rpm 2700 2600～2700 2200～2600 一

シリンダ温度計

(注I)

℃

（?）

260

(500)
-

　93～260

(200～500)
-

真空計（注1、2） inHg 3.75/4.25 - 3.75～4.25 -

真空計（注1、3） 4/5 一 4～5 -

真空計（注I、4） 4.5/5.2 - 4.5～5.2 -

注１）任意装備。

注2）”CAGE”機構のある水平儀、定針儀が装備されている場合。

注3）EDo-AmE MODEL 500oB 水平儀、MODEL4oooB定針儀を装備している場合。

注4）AIM300-14水平儀、AIM200-5定針儀を装備している場合。

注５）滑油圧力計の黄色弧線はアイドル運転時を表わす。

２－７－６操縦標識

　　以下に示す操縦標識は、実機と多少表現の異なる場合もあるが、基本的内容については同

　　じである。

　　（１）運用限界及び運用様式に関する表示

　　　　計器板横、パイロットの見易い所に

又は

本飛行機ハ掲示板、標識及ビ規程ノ形ﾃﾞ規定サレタ運用限界二適合スルヨウ

ニ、耐空類別Ｎ類、Ｕ類又ハＡ類トシテ運用シナケレバナラナイ。

運用様式ハ有視界飛行方式

昼間

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間

又は

又は

－5－

運用様式ハ有視界飛行方式

昼間及ビ夜間

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間及ピ夜間
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よ、匹 口 泣

｀鯛ﾖﾄﾞﾀﾞ

!易い所笈_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認サレタ曲技飛行

　　　１．曲技飛行中ハ、植励燃斜ポンプヲ使用セョ。

　　　　　　（燃料切讐弁装置ノ場合ハ切讐弁位置ヲ“LErr”ニセョ）＊

　　　２．曲技飛行中、背面状態ヲ持続シテハナラナイ。

Ａ類ノ曲技飛行八次ノモノニ限ラレル

（背面飛行ヲ業ズル）　最大重量880kg

種目

● ● ■ ■
● ● ● ● ■ ● ■ ■ ● ・ ● ● ● ● ■

　(ヒップストールヲ除ク)

スティープターン‥‥‥‥

レージーエイト ■ 一 個 － ●

シャンデル…‥‥‥‥‥

錐揉‥…

安全開始速度

135mph(117 kt)

135mph(n7kt)

135mph(117kt)

緩減速

　(フラッブ上ゲ、エンジンアイドル)

ルーブ‥‥‥‥‥‥‥‥‥150mph(130

　U類の曲技飛行八次ノモノニ限ラレル　Ｊ

種目　　　　　　　　　安全開始速度

　　　富士重工式FA-200-160型

航空局承認平成22年１月13日

種目

キューバンエイト　‥‥‥‥

インメルマンターン　‥‥‥

クローバーリーフ‥‥‥‥

エルロンロール‥‥‥‥‥

バレルロール‥‥‥‥‥‥

スナップロール…‥‥‥‥

kt）　｜

最大重量

上昇反転

失速反転
-

970kg

-種目
一

● ● ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ■ ● ● ● ● ■ ●

　(ヒップストールヲ除ク)

シャンデル‥‥‥‥‥‥‥lsa mph(117ktl

スティープターン‥‥‥‥la5mph(117k幻

　Ｎ類　最大重量1060kg(プロペラフ656)

　　　　　　　　　　　1080kg(プロペラ7662)

　鎗揉ヲ含ムスベテノ曲技飛行ヲ鵬ズル

レージーエイト　‥‥‥‥‥

銀狐…

　安全開始速度
一
150 mph(130 kt)

150 mph(130 kt)

150 mph(130 kt)

130 mph(n3kt)

130 mph(n3kt)

100 mph(87kt)

110 mph(96kt)

110 mph(96kt)

　安全開始速度

135 mph(U7kt)

緩減速

(フラップ上ゲ、エンジンアイドJﾚ)

対気速度計ノ標識ハＮ類又ハＵ類ヲ示スＡ類ニツイテハ

飛行規程ニョル

（２）証明された横風速度

　　及び設計運動速度の表示

　　　計器板上、パイロットの見易い所に

　　　　設計運動速度　　　VA

N類、Ｕ類　　　134mph(116kt)

A類　　　　　148mph(129kt)

証明サレタ横風速度　　　　15kt

(４)'手荷物橿の表示

　　　手荷物棚側壁に

(製造番号FA-200,18～-19及ぴFA-200･244～)

手荷物棚最大荷物重量20kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

(製造番号FA･200-23～FA-200-243)

手荷物棚最大荷物重量40kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

（３）フラップ・レバーの表示

　　　　フラップ・レバーの上に

フラヅプ下ゲ速度

15°　　ISg mph(121 kta

25°、S51 119 mph(108k9

(５)手荷物室の表示

　　　　手荷物室ドアに

　　　　(製造番号FA･200-244～)

手荷物室最大荷物重量80kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

＊製造番号FA･200､18～FA-200･248に適用、

但FA･200･102を除く。

６
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ｌ　　　　　　　　　　　　　●

富士重工式ＦＡ－２００－１６０型

　　　　　　平成22年１月13日

装着 装備品名称 型式又は部品番号 数量 重量kg STAmm

安全ペルト（前後席）

安全ベルト（前席）

安全ベルト
　（ショルダー・ハーネス用）

ショルダー・ハーネス
　（イナーシャ・リール付）

失速警報プザー

着陸灯

滑走灯

翼端灯（赤）
翼端灯（緑）

尾　灯（白）

計器灯
室内灯

地図灯
衝突防止灯

スターター

スターター

スターター
スターター

磁石発電機（右）

磁石発電機（左）
磁石発電機（右）

磁石発電機（左）

COMMyNAV無線機

COMMyNAV無線機

COMM/NAV無線機

COMMyNAV無線機
COMMyNAV無線機

COMM7NAV無線機

ＣＯＭＭ無線機

AIXIERICAN SAFETY 9605D

AMERICAN SAFETY 9606D

RACIFIC SCIENTIFIC C0.

　　1101020-2
RACIFIC SCIENTIFIC C0.

　　2B25AIX-27

SESSNA 05U062-10

GE　4509

GE 4509

GRIMES A-1285-R-12
GRIMES A,1285･G･12

GRB/IES A･2064

MS25027-1
GRIMES　B-3555A-93

GRIMES A-1425A-1-12
GRIMES　D7080A･342

DELCO REIMIY 1109519
PRESTOLITE MZ4206

PRESTOLITE MZ4218

PRESTOLITE MZ4222

　　　　　　　　（S4LN･20）

BENDIX　10-51360･24
　　　　　　　　（S4LN-21）
BENDIX 10-51360,30

SLICK（4370）66GP-OSANN
SLICK（4373）66GC25SFNN

KING KX460
KING KX･170

KING KX-175

KING KX,175BE
KING KX,175B

HONEYWELL KX,155

KING KY･197

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

４
１

１
１

１
１

１
１

１

１

１
１

１
１

１

１
１

１

１

各0.5
－

各0.5

各0.74

各.405

　0.3

　0.2

　0,2

　0.11
　0.11

　0.13

　0.1

　0.1

　0.1
　0.7

　8.1

　8.1
　8.1

　8.1

　2.2

　2.4
　1.8

　2.2

　3.8

　2.9
　8.2

　3.2

　3.2
　2.2

　1､5

2,470(前)

3,350(後)
2,470

2,470

2,470

1,510

2,16(戸

　585゛゛
2,160゛

1,170“

2,660
2,660

8,160

2,000
8,280

2,050
7,830

　620
　620

　620
　620

1,150

1,150

1,150
1,150

2,260

1,760

1,760
1,760

1,760

1,760

1､790

　゛製造番号FA-200-13～Fん200-243に適用。但RA-200-102を除く。
゛゛製造番号FA･200-102及びFA-200-244以降に適用｡･

－19－
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⑩
1）

2）

富士重工式FA-200-160型

　　平成22年１月13日

⑩と同じ

手荷物室内の荷物が確実に固縛されているか点検し手荷物宜扉のロックを確認。

１－２　エン･ジｙ始動前点検

　　　　１）手荷物、救急箱の積載、固縛を点検

　　　　２）座席を一節、安全ベルトを点検して桔める。

　　　　５）操縦装置の作動点検

　　　　４）風防･の作動点検

１－３　ェｙジｙ始動

　　　　１）パーキｙダ・プレー考･畠･････●●･●･････●●･･･●・･・・･･･････････・・･●･･・･･　ＯＮ

　　　　２）燃料切巷弁･･・・……･…･・…・………･･･・……・多･一方のタｙタヘＯＮ

　　　　５）磁てのス･1ツチ・･・・･･････・･●･・・ａ･･･････●･●●●･●･･・･･●●･･●･･・･ｉ････　　ＯＦＦ

　　　　４）キャプヒート・ノプ･●･･････・・・･・･●･嘔･･･●･･・･･･畠･・・･････・･･・･････　ＣＯＬＤ

　　　　５）ミタスチｓフレ･4－・･･･････●・･・●･･･噛･･働･･●･●●●●働●･･●･･････働■･廠●･　　ＲＩＣＨ

　　　　４）ヌロツトルl/J｛－　.･････････●･･.･.･.････････・･･････････　　目盛約１まで開（

７）プライマー　●●●●●●●●●●●●●●●

　8）

　?）

1□）

●●●●●● ＬＯＣＫ

｜

１－

３）補助燃料ポｙ ｙ ･･････ ＯＦＦ

吻冷時Ｋ吐１～３ストロータ作動させ虎後･●●･●･●･幽趣●●●･･････aぬ･･●●･　　ＬＯＣＫ

７スターｘイクチ　････････●････●噛･●･･･････●●●●●●･･慟●■噛･●･･････●･●･･　ＯＮ

補助燃料ポｙﾌ血スイッチ･･･････････畠噛････幽････・･･････　ＯＮ（燃圧上昇を縮認）

スタータ・スイッチ　･･●･･畠･･●幽････････････●●･●●●･･●･････　　Ｓ″ｒＡＲＴ ＰＵＳＨ

４　吸気運転

　　１）油圧の上昇を確認する。同時にスロツトルを調節してエｙジヽン回転数を約９００～

　　　　１ ０００ＲＩ°Ｍ　にセフト、エンジｙ始動後５０秒以内に油圧が2 5 PSIK達しない場

　　　　合はエｙジｙを停止し、点検する。

２）油圧上昇確認後、エｙジｙ回転数を１０００～１２００ＲＰＭ Ｋセットして暖気運転

　　を行う。

燃圧を確認

－46－
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　　　　　　　　　　　　　　第本F－2009－364号

飛行規程承認書

航

空

機

種　　　　　類 飛行機

型式及び製･適者
富士重工式FA･200-180型

富士重工業株式会社

国籍記号及び登録記号 ＪＡ 製造番号

型式証明書番号 第22一10号

耐空証明書番号及び

有　効　期　間 平成　年　月　　日から平成　年　月　　日まで

飛

行

規

程

作　成　管　理　者 富士重工業株式会社

作成管理者による種類 ●ＴＣ　　　　□原　　　　□個別　　　　□ＳＴＣ

構成による区分

■基本改訂１６

□追加

承　罫　事　由

□型式証明　　　　●型式設計変更

□追加型式設計承認　□追加型式設計変更承認

□耐空証明（新規）□耐空証明,（更新）

□修理改造検査　　□その他

上記の航空機の飛行規程について承認する。　　　　　　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　　　　航空局技術部　　股旅感嶺

承認年J4日　平成22年１月１３目　　　　　　

航空機安全龍

顔
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Ｉ　　　　　　　　　　　　　■

富士重工式ＦＡ－２００－１８０型

平成22年１月13日｜

　承認頁一覧表

製造番号FA-200-12以降に適用

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

P

I-1

2

3

4゛

4-I

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14゛

14-1

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33゛

33-l

S47.2.16

S48.9.17

S47.2.16

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

S47.2.16

S48.2.8

S48.2.8

S47.2.16

S47.2.16

S48.9.17

H22.1.13

S48.2.8

S48.2.8

H I,10.2

S48.2.8

S48.2.8

S57.11.8

S48.2.8

S47.2.16

H 9. 9.30

S48，2.8

S48.9.17

S48.9.17

S47.8.29

S47.2.16

S48.2.8

S47.2.16

S47.2.16

S47.2.16

S48.9.17

＊FA-

の機刹

1-1、

がそｵ

00-101及び-244以降

に対しては､それぞれ

-1、14-1及び33-1頁

ぞれ適用される。

一 Ｉ－
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一一

富士重aﾆ式ＦＡ－２００－１８０型

　　　　　　平成22年１月13日

承認対象外頁一覧表

製造番号FA-200-12以降に適用

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

　I

　Ⅱ

　Ⅲ

Ⅲ-1

　Ⅳ

　V

　VI

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H I.10.2

H I､10.2

　34

　35

　36

　37

　38

　39

　40

　41

　42゛

42-1

42- 2

42- 3

　43

　44

　45

　46

　47

　48

　49

　50

　51

　52

　53

　　－

　　一

　　一

H I.10.2

H 1､10.2

H20、1.23

H20.1.23

H20.1.23

H22.1.13

H22.1.13

H I.10.2

H22.1.13

　　－

　　－

　　－

　　一

　　－

　　－

　　一

　　－

　　－

　　一

　　－

＊FA-2

の機体

が適用

0-101及び-244以降

こ対しては、42-1頁

きれる。

一五－
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訂正表

富士重工式FA-200-180型

　　平成22年１月13日

訂正番号 日　　付 訂　正　頁 内　　　容

原　文 S43.2.28 型式証明番号　第2Z号

改訂１ S44.1.13 型式証明番号　第2Z-1号による。

改訂２ S44.10.22 型式証明番号　第22-2号による。

改訂３ S44』2.4 耐空性改善通報TCD-632-69による。

　(サービス通信FAS-008)

改訂４ S45.5.12 型式証明番号　第22-3号による。

改訂５ S46.1.26 型式証明番号　第22-4号による。

改訂６ S47.2.16 全面改訂 型’
１：

１

２

３

aE明番号　第22-5号による。

　全号機に共通適用化

　記述内容の簡潔化

　曲技要領の追加

改訂７ S47.8.29 I、II

20、26、28、51

（1）スピード・フェアリング装着時

　　の性能追加

（2）エルロン・ロールの注意明確化

（3）巡航性能の一部改訂

改訂８ S48.2.8 I、n、Ⅳ、

11、12、16、17、

18、19、20、22、

25、30、39、41、

42、43、44、56

１

２

３

４

５

非常操作手順の一部改訂

通常操作手順の一部改訂

離着陸速度の改訂

装備品一覧表の訂正及び追加

追加飛行規程一覧表を局承認

対象外とする。

改訂９ S48.6.8 I、Ⅱ、7、44A 真空計マーキングの追加

改訂10 S48.9.17 I、Ⅱ、I-1、4-1、

14-1、33-1、

42-1、26及び27

型式証明番号　第22-6号により

FRPカウリング装着のため。

改訂11 S57､H.8 I、n、15、18、21 型式証明番号　第22-8号による。

改訂12 H 1.10.2 I、n、Ⅲ、lv、V、VI、

18、37、38、40、41、42、

4Z-I、42-2、42-3

型式証明番号　第22-9号による。

　（1）承認頁一覧表と承認対象外頁

　　　　一覧表の分離

　（2）最大出力点検の削除

　（3）装備品一覧表の改訂

改訂13 H 9. 9.30 I、Ⅱ、Ⅲ、24 騒音規制に関する記述追加

改訂14 H20.1.23 Ⅲ、40、41 型式証明番号　第22-8号による。

　（1）ブレーキ組立の追加

型式証明番号　第22-9号による。

　（1）回転計の追加

改訂15 H20.1.23 Ⅲ、39、42-3 承認番号　第22-10-0001号による。

　（1）補助燃料ポンプの追加

承認番号第22-10-A3号による。

　（1）蓄電池の追加

承認番号　第22-10-0002号による。

　（1）吸気フィルタの追加

－Ⅲ－
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TCF-50-6-2A(1)

｀萌⑩四ダ

訂正表（続き）

富士重工式FA-200-180型

　　平成22年１月13日

訂正番号 日　　付 訂　正　頁 内　　　容

改訂16 H22.1.13
I，n，Ⅲ，Ⅲ-l，Ⅳ，

3，4，4-1，5，6，7，8，

9，15，42，42-1，42-3

承認番号第22-10一八4号による。

　（1）磁石発電機の追加

承認番号第22-10-A5号による。

　印　承認頁一覧表を局承認対象外と

　　　する。

　（2）承認頁一覧表から局承認印相を

　　　削除する。

　3）UF CO圖/NAV無線機の追加

　4）荷物室内の荷物固縛指示明確化

　5）誤記及び漏記の訂正

　6）限界事項の記載内容統一

－Ⅲ-1－
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頁一覧表

訂正表

第１章　概要

第2章

　２－１

　２－２

　２－３

　２－４

　２－５

　２－６

　２－７

　　　２

　　　２

　　　２

　　　２

　　　２

｀埠⑩四ダ
富士重工式FA-200-180型

　　平成22年１月13日

Ｉ～ｎ

Ⅲ

１

　限界事項

　最大重量

　許容重心位置範囲

　床面の強度

　離着陸性能に関する限界

　対気速度限界

　動力装置運転限界

　その他の限界

一７－１　運用様式

－７－２　承認された曲技飛行及び開始速度

－７－３　制限荷重倍数

－７－４　搭乗者限界

－７－５　計器及び操縦装置その他の装置の使用に関する限界計器標識

３
　
３

３
　
４

４
　
４

９
　
Ｌ
Ｏ

５
　
５

Ｃ
　
Ｑ

２－ ７－６　操縦標識

第３章　非常の場合とらなければならない各種装置の操作その他の措置

　３－１　エンジンの故障

　　　３－１－１　離陸滑走中

　　　３－１－２　飛行機が浮揚した後エンジンに故障を起し前方滑走路に

　　　　　　　　　余地がないとき

　　　３一１－３　飛行中

IV－

７
　
只
〉

１

１

１

１

０

０

０

０

１１
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２－１最大重量

　　　　　最大離陸重量：

一一

第2章 限界事項

　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

耐空類別 最大離陸重量

Ｎ 1,150 kg

Ｕ 1,100 kg

Ａ 940 kg

２－２許容重心位置範囲

耐空類別 前方限界 後方限界 重量 備考

Ｎ

STA2494

27.0％MAC

STA2631

36.0％MAC
1,150 kg

左記重量問は、

直線的に変化す

る。

STA 2364

18.5％MAC

STA2631

36.0％MAC

　　915 kg

又はそれ以下

Ｕ

STA2466

25.2％MAC

STA2585

33.0％MAC
1,100kg

同上
STA2364

18.5％MAC

STA2585

33.0％MAC

　　　915kg

又はそれ以下

Ａ

STA2378

19.4％MAC

STA2479

26.0％MAC
940 kg

同上
STA2364

18.5％MAC

STA2479

26.0％MAC

　　915kg

又はそれ以下

3－
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｀希⑩四ダ
　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

　116akg

SIII&2631

ふG.WW

li00

1000

900-

800

ﾜ○肖

I　　　　STA24ぬ
-1110
　　m26

ﾌツ嶮¬尹
恕詣

ぐこ｀　　　9'40kg　　以

らｙﾉﾝZ/「 a4λz4/.y　N
・STA23ぶ4 ｛

‥シ ﾐﾐ1
ご シ ﾐ|

.りOQ　　　2妬0.　　2ﾀﾞ）o‘　　　2600

重

量・

lxg）

XJり　　　2q（）0.1　2SO’　　2600

　　　　　　・　I‘ ‘　　　8･T A （一司。

憲一締IS7A01;防火畿下部最前端の前方り２０･。

２－３床面の強度

　　　　　手荷物相最大積載量：

　　　　　手荷物室最大積載量：

２－４離着陸性能に関する限界

　　　　　証明された横風速度：

２－５対気速度限界（IAS）

　　　　　　　　　　－

20kg

80kg

15.0kt

口
口
岫

耐空類別 Ｎ､Ｕ Ａ

超過禁止速度（VSE） 178 mph （155 kt） 178mph（155 kt）

構造上の最大巡航速度（VHO） 154 mph （134kt） 154mph（184kt）

設計運動速度（VA） 143mph（124kt） 154mph（134 kt）

フラップ下げ速度（VrE）
119 mph （1o3 kta （フラップ25°及び35°）

139 mph （121 kt）（フラップ15°）

２－６動力装置運転限界

（１）最大回転速度：

（２）許容最大シリンダ・ヘッド温度：

（３）･許容最大推拍温度：

（４）最低燃料等級：

（５）柵油等級：　　　　気温

　　　　　　　　　　　　16.5℃以上【601】

　　　　　　　　　　　　･i℃～82℃（80‘i～901）

　　　　　　　　　　　　･18℃～21℃（Oi～701）

　　　　　　　　　　　　･12℃以下（101）

2s700 rpml

260℃（5001）

118℃（2451）

91/96オクタン　航空ガソリン

　　　等級
　　　-　　　SAE50相当

　　　SAE40相当

　　　SAE80相当

　　　SAE20相当

－４－
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｀弗⑩回ダ
　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

1100

1000

90Q

800

ﾜnn

「　　　　STA244
-ｌｌ５０

　　ＳＴＡ２６

∧フテ;
Jλ9翁

＼＼＼xこ召

恕詣‰乙高‰司
S11A23ぶ4

ｊ 月 回
ふ ∩ﾄ ﾐEI

　ｌｌ５０ｋｇ

ＳＴＡ２６３１

童

豊一

‘lxgl

230Q　　｡･　2400　　　2560　　　260Q

　　　　　　　'･　　　S･T A (･司

･基準館(STAO)；肪31(鐘下部最前端の前方１３２０自･I.

２－３床面の強度

　　　　　手荷物棚最大積載量：

　　　　　手荷物室最大積載量：

２－４離着陸性能に関する限界

　　　　　証明された横風速度：

２－５対気適度限界（IAS）

20kg

80 kg

15.0kt

口
口
岫

耐空類別 Ｎ．Ｕ Ａ

超過禁止速度（VXE） 178mph（155 kt） 178mph（155 kt）

構造上の最大巡航速度（Vxo） 154mph（134 kt） 154 mph（134 kt）

設計運動速度（VA） 143mph（124kt） 154 mph （134kt）

フラップ下げ速度（ｖｎ）
119 mph（103kt）（フラップ25°及び85°）

139 mph（121 kt）（フラップ15°）

２－６動力装置運転限界

（１）最大回転速度：

（２）許容最大シリンダーヘッド温度：

（３）許容最大柵抽温度：

(４)

(５)

最低燃料等級：

楷油等級： 気温

15.5℃以上（60？）

-1℃～32℃（301～90？）

-18℃～21℃（O？～70？）

-12℃以下（10°F）

－4-1－

2,700rpm

260℃（500？）

118℃（245°F）

100/130オクタン航空ガソリン

　　　等級
　　　-　　　SAE50相当

　　　SAE40相当

　　　SAE30相当

　　　SAE20相当
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（６）滑油圧力

（７）燃料圧力

(8)

(9)

｀ｍＯ四ダ

常用時最大/最小

アイドル時最小

90 psi / 60 psi

25psi

始動及び暖気運転時最大　　100psi

最大/最小

最大

許容最大吸気圧力

　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

45 psi / 14 psi （圧力取出口が燃料ポンプ出口のもの）

10psi（圧力取出口がフローディバイダ部のもの）

　　　　　　　　　29inHg

飛行中は、吸気圧力が15inHg以下、エンジン回転数2250～2650rpm間の連続運転を禁ず

る。

(注) 失速、錐揉に入る前のパワーセットの段階で数秒間この範回に入ることはかまわ

ない。

２一７その他の限界

　２－７－１運用様式

　　　　　　　この飛行機は、有視界飛行方式の昼間の他、必要な装備を施した場合は、追加

　　　　　　　飛行規程に記載の運用様式に適する。

２－７－２承認された曲技飛行及び開始速度（IAS）

　　（1）N類最大重量　1150 kg

　　　　　錐揉を含む全ての曲技飛行を禁止する。

　　（２）Ｕ類最大重量　U00kg

　　　　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　　　種　目

　　　シャンデル

　　　レージーエイト

　　　スティープターン

　　　失速（ヒップストールを除く）

　　　錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

－5－

　　安全開始速度

135mph(n7psi)

135 mph(U7psi)

185 mph (n7 psi)

　　緩減速

　　緩減速
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｀詞藻絆ダ
（３）Ａ類　最大重量　94okg

　　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　種＿E1

シャンデル

レージーエイト

スティープターン

失速（ヒップストールを除く）

ループ

キューバンエイト

インメルマンターン

クローバーリーフ

エルロンロール

バレルロール

スナップロール

上昇反転

失速反転

錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

２－７－３制限荷重倍数

　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

　　安全開始速度

135 mph (n7kt)

135 mph(117kt)

135 mph(117 kt)

　　緩減速

155 mph(135 kt)

155 mph(135kt)

155mph(135kt)

155mph(185 kt)

130 mph (113 kt)

130 mph(113 kt)

100 mph(87kt)

120mph(104kt)

120mph(104 kt)

　　緩減速

耐空類別
制限運動荷重倍数

フラップ上げ フラップ下げ

Ｎ 十3,8～-1.52

十2.0Ｕ 十4.4～-1.76

Ａ 十6.0～･3.0

２－７－４搭乗者限界

　　　　　　　　　最大搭乗者数：

最小搭乗者数：

Ｎ類及びＵ類

Ａ類

４名

２名

１名

但し搭乗者３名の場合は前席２名とする。

６－
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｀刎添田ダ
　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

２－７－５計器及び操縦装置その他の装置の使用に関する限界計器標識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……一一一一

づ≒ 単位
赤色放射線
　(限界)

　黄色弧線
[゛::1

緑色弧線門r〕
　白色弧線

〔品詞

対気速度計 mph（IAS） 178 154～178 68～154 54～119

kt（IAS） 155 134～155 59～134 47～103

燃料圧力計（注2） psi 14/45 - 1　14～45 -

燃料圧力計（注3） psi 10 - 0～10 一

揖油圧力計 psi 25/90
25～60

(注7)
60～90 一

滑油温度計
℃

（?）

118

(245)

　38～60

(100～140)

　60～H8

(140～245)
-

回転計 rpⅢ 2700 - 2200～2700 -

吸気圧力計（注Ｄ inHg 29 - 14.5～29 一

シリンダ温度計

　(注1)

℃

（7）

260
(500)

一
　93～260

(200～500)
一

真空計（注1、4） inHg 3.75/4.25 - 3､75～4.25 一

真空計（注1、5） jy 4/5 一 4～5 -

真空計（注1、6） ZI 4.5/5.2 一 4.5～5.2 -

注１）任意装備。

注2）圧力取出口が燃料ポンプ出口のもの。

注a）圧力敢出口がフローディバイダ部のもの。

注4）TKKHA･3-1水平儀、DA.24定針僧を装備している場合。

注5）

注6）

注7）

EDo･AmE MODEL 5000B 水平儀、MODEL400oB定針儀を装備している場合。

AｴM300･14水平儀、AIM200･5定針儀を装備している場合。

滑油圧力計の黄色弧線はアイドル運転時を表わす。

－7－
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｀萌参席ダ
　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13目

２－７－６操縦標識

　　以下に示す操縦標識は、実根と多少表現の異なる場合もあるが、基本的内容については同

　　じである。

（１）運用限界及び運用様式に関する表示

　計器板横、パイロットの見易い所に

　本飛行機ハ掲示板、標識及ピ規程ノ形ﾃﾞ規定サレタ運用限界二適合スルョウ

-

=Ｓ

又は

耐空類別Ｎ類、Ｕ類又ハＡ類トシテ運用シナケレバナラナイ。

又は

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間

又は

運用様式ハ有視界飛行方式

昼間及ビ夜間

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間及ピ夜間

１

パイロットの見易い所に

　　　　　　　　　　　　　　承認サレタ曲技飛行

曲技飛行中ハ、補助燃料ポンプヲ使用セョ。

(燃料切讐弁装置ノ場合ハ切替弁位置ヲ“LEFr"ニセョ)

　　　２．曲技飛行中、背面状態ヲ持舗シテハナラナイ。

Ａ類ノ曲技飛行八次ノモノニ限ラレル

（背面飛行ヲ鏑ズル）　最大重量940kg

種目　　　　　　　　　安全開始速度 種目　　　　　　　　　安全開始速度
失速‥‥‥‥‥‥‥‥緩減速

　(ヒップストールヲ除ク)

スティープターン　‥‥135mph(117kt)

レージーエイト　‥‥‥135mph(U7kt)

シャンデル‥‥‥‥‥　135mph(n7kt)

錐揉　　　　　　　　緩減速

　(フラップ上ゲ、エンジンアイドル)

ループ‥‥‥‥‥‥‥　155mph(135kt)

キューバンエイト　‥‥　155mph(135kt)

インメルマンターン‥155mph(135kt)
クローバーリーフ　‥‥155mph(135kt)
エルロンロール‥‥‥130mph(n8kt)
バレルロール‥‥‥‥130mph(n3kt)

スナップロール‥‥‥100mph(87kt)
上昇反転‥‥‥‥‥‥12omph(104kt)
失速反転‥‥‥‥‥‥120mph(1o4kt)

Ｕ類の曲技飛行八次ノモノニ限ラレル　最大重量1100kg

種目　　　　　　　　　安全開始速度 種目　　　　　　　　　安全開始速度

　(ヒッブスlヽ－ルヲ除ク)

シャンデル‥‥‥‥‥

スティープターン‥‥

緩減速

135mph(117kt)

135mph(117kt)

Ｎ類　最大重量1150kg

錐揉ヲ含ムスペテノ曲技飛行ヲ禁ズル

レージーエイト　……186mph(117k句
錐揉‥‥‥‥‥‥‥‥緩減速
　(フラップ上ゲ、エンジンアイドル)

－８－
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｀尚参席ダ
　　　富士重工式FA-200-180型

航空局承認平成22年１月13日

飛行中ハ

吸気圧力15inHg以下デエンジン回転数2250～2550RPM間ノ連続運転ヲ禁ズル

（２）証明された横風速度および設計運動速度の表示

　　　計器板上、パイロットの見易い所に

　　　　　設計運動速度VA

N類、Ｕ類　　　148mph(124kり

Ａ類　　　　　　154mph(134kt)

証明サレタ横風速度　　　　　15kt

（３）フラップ・レバーの表示

　　　フラップ・レバーの上に

フラップ下ゲ速度

15°

25°

　　　189mph(121 kt)

35° 119 mph(103 kt)

（４）手荷物相の表示

　手荷物棚側壁に

手荷物棚最大荷物重量2okg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

（５）手荷物室の表示

　　　手荷物室ドアに
　　　　　　一一

手荷物室最大荷物重量80 kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

－９－
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⑩　①Ｋ同じ。

○ ａ

ｂ

｀~e騨゛

ステフブ取付。ＶＨＦアンテナ＊取付点検。

静圧孔点検。

　富士重工式FA－200－180型

航空局承認平成22年１月13日

＠　ａ．エレベータ。ラダー、エレベーj・1ヽリム・タプの取付及ぴ作動点検。

　　　ｂ．ＶＯＲ７ｙテナ＊。尾灯＊、侑突防止灯*取付点検。

＠　ａ．尾そ11取付、ＡＤＦループアンテナ＊取付、ステ・プ取付点検。

　　　ｂ。静圧孔点検。

　　　ｅ．　燃料タｙタ右、左及ぴサｙプタｙタ・べｙ１ライン点検。

　　　　　（サイフ・ンプレーカーの装備されている機体。）

　　　　　燃料サｙプ・タｙタ・ぺｙトロ点検。

　　　　　（サｙプ・タンク・ぺｙトロの装備されている機体。）

　　　ｄ．燃料サンプ・タｙタ・ドレーｙよj2k抜きする。

　　　ｅ．　手荷物室内の荷物が確実に固縛されているか点検し手荷物室扉のロック

　　　　　を確認。

４－１－５　内部点検

　　　　　　搭乗後直ちに次の点検を行５．

　　　　　(幻　手荷物の積載要領は適当か。

　　　　　(2)救急箱、消火器及び非常信号灯の取付は確実か。

　　　　　(3)安全ベルトの取付鄙に損傷のないことを確かめてから締める。

　　　　　(4)可動風防の開閉の円滑を確かめる・確かめてからロｙクする。

　　　　　(5)、曲技を行な５場合は、バラシ=､－トが搭載されていることを確かめる。

　　　　　圓　操縦装置作動の自由及び操舵反応の目視点検。

＊

(8)

(9)

弱

弱

昇降舵ト９ムタブー一離陸位置（中立）にセット。

方向舵トリムタブ「左」にセクトする。

全スイタチ　ー「断」

プｙ－キを踏み、スポｙジ状でないか。

左右路代の差はないか。

－15－
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装着 装備品名称

失速警報ブザー

着陸灯

滑走灯

翼端灯（赤）

翼端灯（青）

尾灯（透明）

計器灯

室内灯

地図灯

衝突防止灯

スターター

スターター

スターター
スターター

磁石発電機（左）

磁石発電機（右）
磁石発電機（左）
磁石発電機（右）

COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
ＣＯＭＭ無線機
ＡＤＦ無線機
ＡＤＦ無線機

ADF無線機
ＡＤＦ無線機
ＡＤＦ無線機
ＡＤＦ無線機
ADF無線機

１　　　　　　　　　　　　　●

型式又は部品番号

CESSNA 0511062-10

ＧＥ

ＧＥ

4509

4509

GRIMES A-1285･R･12

GRIMES　A,1285-G-12

GRIMES A,2064

MS25027-1

GRIMES　B-3555A-93

GRIMES　A4425A･1,12

GRIMES　D7080A･8･12

DELCO REMY
PRESTOLITE
PRESTOLITE
PRESTOLITE

n09519

MZ4206
MZ4218

MZ4222

BENDIX

BENDIX
SLICK

SLICK

　(S4LN･200)

　10･16S005,2
　(S4LN-204)

　10-16a045･a
(4847)66GR25SANN

(4870)66GP,0SANN

KING KX-160
KING KX,170

KING KX-175

KrNG KX-175BE
KING KX-175B

HONEYWELL KX455

KING Ky-197

ARC ARC･21B
KING KR-80

ARC ARC-318G

ARC ARC･324A
KING KR-85

COLLINS DF-208
KING KR,87

42－

富士重工式FA－200－180型

　　　　平成22年１月13日

数量

一

１
ｉ
！

１

１

１

４

１

１

１

－
１
１
１

１

１

１

１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

重量kg
-

0.3

0.2

0.2

0.11

0.11

0.13

0.1

0.1

0.1

0.7

8.1

8.1

8.1

8.1

2.3

2.3

1.8

1.8

3.8

2.9

3.2

3.2

3.2

2.2

1.5

5､9

1.6

5.4

3.2

1.8

5.9

1.5

STAmm

1,510

2,160

2,160

2,660

2,660

8,160

2,000

3,230

2,050

7,830

　620

　620

　620

　620

1,150

1,150

1,150

1,150

2,260

1,760

1,760

1,760

1,760

1,760

11790

3,560

1,840

2,860

11770

1,820

8,550

1,820
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　　　　　　　　　Ｓ踏

Ｉ　　　　　　　　　　　　　●

富士重工式FA－200－180型

　　　　平成22年１月13日

装着 装備品名称 型式又は部品番号 数量 重量kg STAmm

失速警報ブザー

着陸灯
滑走灯

翼端灯（赤）

翼端灯（青）

尾灯（透明）

計器灯

室内灯

地図灯

衝突防止灯

スターター
スターター
スターター
スターター

磁石発電機（左）

磁石発電機（右）
磁石発電機（左）
磁石発電機（右）

COMM7NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMMyNAV無線機
COMMyNAV無線機
COM］WNAV無線機
COMM/NAV無線機
ＣＯＭＭ無線機
ＡＤＦ無線機
A2DF無線機
ＡＤＦ無線機
ADF無線機
ＡＤＦ無線機
ＡＤＦ無線機
ＡＤＦ無線機

CESSNA 0511062-10

GE　4509

GE　4509

GRIMES A-1285･R-12

GRB/IES A-1285,G･12

GRIMES A･2064

MS25027-1

GRIMES　B,3555A-93

GRIMES　A･1425A4･12

GRIMES　D7080A,3･12

DELCO REMY 1109519

PRESTOLITE MZ4206
PRESTOLITE MZ4218

PRESTOLITE MZ4222

　　　　　　　（S4LN,200）
BENDIX　10･168005,2

　　　　　　　（S4LN･204）
BENDIX　10-163045･3

SLICK（4847）66GR25SANN
SLICK（4370）66GP,0SANN

KING KX-160
KING KX･170

KING KX-175
KING KX,175BE

KING KX-175B
HONEYVVELL KX,155

KING KY-197

ARC ARC-21B
KING KR,80

ARC ARC-318G

ARC ARC･324A
KING KR-85

COLLINS DF-203

KING KR-87

１

１

１

１

１

１

４

１

１

１

１
１

１

１

１

１
１

１

１

１

１
１

１
１

１

１
１

１
１

１

１

１

0.3

0.2

0.2

0.11

0.11

0.13

0､1

0.1

0.1

0.7

8.1

8.1
8.1

8.1

2.3

2.3

1.8

1.8

3.8
2.9

3.2
3.2

3.2

2.2
1､5

5.9
1.6

5.4

3.2
1.8

5.9

1.5

1,510

　585

1,170

2,660

2,660

8,160

2,000

3,230

2,050

7,830

　620

　620

　620

　620

1,150

1,150

1,150

1,150

2,260

1,760

1,760

1,760

1,760

1,760

1,790

3,560

1,840

2,360

1,770

1,820

3,550

1,820

－42･1－
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｜　　　　　　　　　　　　　■

富士重工式FA－200－180型

　　　　平成22年１月13日

装着 装備品名称 型式又は部品番号 数量 重量kg STAmm

エンジン

　　　　゛この重量に含まれる

　　　　　　　　燃料噴射装|

　　　　　　　　磁石発電機

　　　　　　　　スパークプf

　　　　　　　　燃料ポンプ

　　　　　　　　スターター

　　　　　　　　オルタネーj

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

補助燃料ポンプ

オイルクーラー

オイルクーラー
オイルクーラー

プロペラ

プロペラ調速機

プロペラ調速機

燃料噴射装置

燃料ポンプ

　(発動機駆動式)

燃料ポンプ

　(発動機駆動式)

　LYCOMING IO･360,BIB

tな付属品は下記の通り。

〔左右)

グ

(発動機駆動式)

－

DUKES ASTRONATICS

　　4140･00
DUKESASTRONATICS

　　4140･00,NV
DUKES ASTRONATICS

　　4140-004
DUKES ASTRONATICS

　4140･00,1NV
DUKESASTRONATICS

　4140･00-7
DUKES ASTRONATICS
　4140,00-7NV

WELDON 8172-A

STEWART WAllNER 8406F

STEWART WARNER　8406E

STEWART WARNER 8406R

MCCauley B2D34C58/74E･O

WOOD WARD B210452

WOOD WARD B210845

BENDIX 2524147

A･C 40296
　(UyC P/N 75247, 75506)

A-C　6441234
　(UyC P/N LW-15473)

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
１

１

１

１

１

１

１

゛132.0

　　1.3

　　1,3

　　1.3

　　1.3

　　1.3

　　1.3

　　1.3

　　0.8

　　0.8

　　1.1

　28.0

　　1.4

　　1.4

　　3,5

　　0､8

　　0.8

　840

1,320

1,320

1,320

1,320

1,320

1,320

1,320

　640
　640

　640

　390

1,270

1,270

　980

1,170

1,170

－42,3
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　　　　　　　　　　　第本F-2009-365号

飛行規程承認書

航

空

機

種　　　　　類 飛行機

型式及び製造者
富士重工式FA-200-180AO型

富士重工業株式会社

国籍記号及び登録記号 ＪＡ 製造番号

型式証明書番号 第２２－１０号

耐空証明書番号及び

有　効　期　間 平成　年　月　　目から平成　年　月　　日まで

飛

行

規

程

作　成　管　理　者 富士重工業株式会社

作成管理者による種類 ■ＴＣ　　　　□原　　　　□個別　　　　□ＳＴＣ

構成による区分

・基本改訂Ｆ

□追加

承　認　事　由

□型式証明　　　　■型式設計変更

□追加型式設計承認　□追加型式設計変更承認

□耐空証明（新規）□耐空証明（更新）

□修理改造検査　　□その他

上記の航空機の飛行規程について承認する。

航空局技術部

　　航空機安全牒Ｊ
回誤鋸諧
胆回鯛
囲能縦囮
認漁諮万

承認年月日　平成２２年１月１３日
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富士重工式FA-200-180AO型

平成22年１月13日｜

　承認頁一覧表

製造番号FA-200-12以降に適用

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

１

２

３

４

４Ａ

５

６

７

８

９

１０

S48、9j7

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

S48.9.17

S48.9.17

H 9. 9.30

S48.9.17

一 Ｉ－
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ミ

　　　　　　　　　　　Ｉ

富士重工式FA-200-180AO型

　　　平成22年１月13日

承認対象外頁一覧表

製造番号FA-200-12以降に適用

頁 日　　付 頁 日　　付 頁 日　　付

I

II

Ⅲ

Ⅳ

V

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H22.1.13

H I､10.2

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

　　一

　　一

　　－

H20.1.23

H20.1.23

H20.1.23

H I.10.2

H22.1.13

H I.10.2

H20.1.23

　　－

　　一

　　－

　　一

　　－

　　－

　　一

　　一

　　一

　　－

　　一

　　一

　　－

　　一

　　－

　　一

　　一

　　－

　　－

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

H22.1.13

　　－

　　－

　　－

　　－

　　一

　　一

　　一

　　一

　　一

　　－

　　－

　　－

　　－

　　一

　　一

　　－

　　一

　　一

　　－

　　－

　　一

　　－

ｎ
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TCF-50-6- 2A(1)

｀萌⑩回グ
訂正表

富士重工式FA-200-180AO型

　　　平成22年１月13日

訂正番号 日　　付 訂正頁 内　　　容

原文 S48.9.17 - 型式第22-6号による、エンジン及び

プロペラ換装の機体をFA-200-180AO型

と称し、飛行規程を新製する。

新エンジン:Lycoming式

　　　　　　o-360-A5AD型

新プロペラ:MCCauley式

　　　　　　IA170EFA7658型

Ａ S57.H.8 一 型式第22-8号による。

Ｂ H I､10、2 Ｉ，皿，Ⅲ，瓦V，

14，15，16，17，18，

19，20

型式証明番号　第22-9号による。

　（1）承認頁一覧表と承認対象外頁

　　　　一覧表の分離

　（2）装備品一覧表の改訂

Ｃ R 9. 9.30 I，Ⅱ，Ⅲ，3，

5，9

騒音規制に関する記述追加

Ｄ H20.1.23 Ⅱ，Ⅲ，14，18，20 型式証明番号　第22-8号による。

　（1）ブレーキ組立の追加

型式証明番号　第22-9号による。

　（1）回転計の追加

　（2）マグネトの追加

Ｅ H20.1､23 n，Ⅲ，15，16 承認番号第22-10-A3号による。

　（1）蓄電池の追加

承認番号第22-10-0002号による。

　（1）吸気フィルタの追加

Ｆ R22.1.13 I，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，2，3，

4，低5、6，18，40

承認番号第22-10-A5号による。
　（1）承認頁一覧表を局承認対象外と

　　　　する。

　（2）承認頁一覧表から局承認印欄を

　　　　削除する。

　（3）VUF CO圓/NAV無線機の追加

　（4）荷物室内の荷物固縛指示明確化

　（5）誤記及び漏記の訂正

　（6）限界事項の記載内容統一

－Ⅲ一
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頁一覧表

訂正表

第１章　概要

第2章

　２－工

　２－２

　２－３

　２－４

２

２

２

-

-

５

６

目　　次

限界事項

最大重量

許容重心位置範囲

床面の強度

離着陸性能に関する限界

対気速度限界

動力装置運転限界

７　その他の限界

２－７－１　運用様式

２－７－２　承認された曲技飛行及び開始速度

２－

２－

２－

２－

富士重工式FA-200-180AO型

　　　平成22年１月13日

Ｉ～Ⅱ

Ⅲ

１

２
　
２

(
Ｎ
　
Ｑ

Q
M
y
）

３
　
Ｑ
り

３
　
４

７－３　制限荷重倍数

７－４　搭乗者限界

７－５　計器及び操縦装置その他の装置の使用に関する限界計器標識

７－６　操縦標識

第３章　非常の場合とらなければならない各種装置の操作その他の措置

第４章　　通常の場合における各種装置の操作方法

第５章　　性能

別添Ａ

別添Ｂ

別添Ｃ

三面図

自重および重心位置

重量重心計算表

４Ａ

４Ａ

５
　
５

７

８

９

　　　１０

　　　１１

１２～１３

－IV－
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２－１最大重量

　　　　　最大離陸重量：

｀刎ｮ診回グ

第2章 限界事項

　　富士重工式FA-200-180AO

航空局承認平成22年１月13

耐空類別 最大離陸重量

Ｎ 1,140kg

Ｕ 1,100 kg

Ａ 940kg

２－２許容重心位置範囲

雨空類別 前方限界 後方限界 重量 備考

Ｎ

STA2488

26.6％MAC

STA2631

36.0％MAC
1,140kg 左記重量間は、

直線的に変化す

る。
STA2364

18.5％MAC

STA2631

36.0％MAC.

　　915kg
又はそれ以下

Ｕ

STA2466

25.2％MAC

STA2585

83.0％MAC
1,100 kg

同上
STA2864
18.5％MAC

STA2585

33.0％MAC

　　915kg
又はそれ以下

Ａ

STA2378

19.4％MAC

STA2479

26.0％MAC
940 kg

同上
STA2364
18.5％MAC

STA2479

26.0％MAC
　　915kg

又はそれ以下

１２００

重
量
Ｗ

１ １ ａ Ｏ．

　　ＳＴＡ２４８８　　ｇ

、ｊｎ・｜ ・

Ａ２５８５

．　１

STA2651

　　　1
｡､以　／ｊ ，｜

STA2378

　　　1 ／
jざW4ﾇ2ゝゝゝNxxxx

＿24“ 1
　sT↑247で二

xxゝﾌj

啓白ﾆ ﾐ3

N
~ンシ

りｙ

／
／　・

／
／

／／

／

／

／

ヽヽj

り
ＮＮ

ド
／ｊ

』

１ ０ ０ ０１

９０

　　　　２４ａａ

基準態（Ｓ？Ａ Ｏ）

２５００

ＳＴＡ(ｍｍ)

．２６００

防火壁下部最前端の前方　１３２０ｕ

－2－

IS｀゛゛｀゛
卜
に Ｕ

Lヽふ♪､ム心

Ｆ
ｚ
７
７
７

。
11

フ
に』
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｀順ｏ声ダ
２－３床面の強度

　　　　　　手荷物権最大積載量：

　　　　　　手荷物室最大積載量：

２－４離着陸性能に関する眼界

　　　証明された横風速度：

２－５対気速度限界（IAS）

20kg

80 kg

15.0 kt

富士重工式FA-200-180AO型

局承認平成22年１月13日
　　　　　　　　　一一一一

耐空類別 Ｎ．Ｕ Ａ

超過禁止速度（vs） 178 mph（155 kt） 178mph（155 kt）

構造上の最大巡航速度（vso） 154mph（134 kt） 154mph（134 kt）

設計運動速度（VA） 143mph（124 kt） 154 mph（134 kt）

フラップ下げ速度（VrE）
ngmph（1o3 kt）（フラップ25°及び35°）

139 mph （121 kt）（フラップ15°）

２－６動力装置運転限界

（１）最大回転適度：

　　　最大離陸及び最大連続運転回転速度：

　　　最大常用運用回転速度：

（２）許容最大シリンダーヘッド温度：

（３）許容量大橋油温度：

（４）最低燃料等級：

（５）精仙等級：

　　　　　　　　気重

　　　　　　　　16.5℃以上（6011

　　　　　　　　･1℃～a2℃（80°i～90°日

　　　　　　　　･18℃～21℃（0°7～70°1）

　　　　　　　　･12℃以下（ioi）

（6）精油圧力：　常用時最大/最小

　　　　　　　　　アイドル時最小

　　　　　　　　　始動及び暖気運転時最大

（７）燃料圧力：　最大/最小

2,700rpm

2,700rpm

2,600rpm

(製造番号FA･200-12～･294まで)

(製造番号FA-200-295以降)

(製造番号FA-200-295以降)

260℃（500°1）

118℃（245°1）

100/180オクタン航空ガソリン

差紙

SAE50相当

SAE40相当

SAR80相当

SAE20相当

90 psi / 60 psi

25 psi

100psi

8psi/0.5 psl

２－７その他の限界

　　２－７－１運用様式

　　　　　　　　この飛行機は、有視界飛行方式の昼間の他、必要な装備を施した場合は、追加

　　　　　　　　飛行規程に記載の運用様式に適する。

－３
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｀埠⑩回グ
２－７－２承認された曲技飛行及び開始速度（IAS）

（１）Ｎ類最大重量1140 kg

　　錐揉を含む全ての曲技飛行を禁止する。

（２）Ｕ類最大重量　1100 kg

　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　　種　目

　　　シャンデル

　　　レージーエイト

　　　スティープターン

　　　失速（ヒップストールを除く）

　　　錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

（３）Ａ類最大重量940kg

　　曲技飛行は次のものに限る。

　　　　　　種　目

　　　シャンデル

　　　レージーエイト

　　　スティープターン

　　　失速（ヒップストールを除く）

　　　ループ

　　　キューバンエイト

　　　インメルマンターン

　　　クローバーリーフ

　　　エルロンロール

　　　バレルロール

　　　スナップロール

　　　上昇反転

　　　失速反転

　　　錐揉（フラップ上げ、エンジンアイドル）

－4－

富士重工式FA-200-180AO型

航空局承’

-

　　安全開始速度

135 mph (117kt)

135mph(117 kt)

135mph(117 kt)

　　緩減速

　　緩減速

　　安全開始速度

135 mph (117 kt)

135 mph (n7kt)

135mph(n7kt)

　　緩減速

155mph(135kt)

155mph(135 kt)

155 mph (135 kt)

155 mph(185 kt)

130 mph (n3kt)

130 mph(113 kt)

100mph(87kt)

120mph(104kt)

120mph(104kt)

　　緩減速

22年１月13日
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｀埠◎節奏

２－７－３制限荷重倍数

　　富士重工式FA-200-180AO型

航空局承認平成22年１月13日
-‥

耐空類別
制限逐動荷重倍数

フラップ上げ フラップ下げ

Ｎ 十3.8～,1.52

十2.0Ｕ ＋4.4～,1.76

Ａ 十6.0～･3.0

２－７－４搭乗者限界

　　　　　　　　　最大搭乗者数：

最小搭乗者数：

Ｎ類及びＵ類

Ａ類

４名

２名

１名

但し、搭乗者８名の場合は前席２名とする。

－4A－
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｀埠⑩回ダ
　　富士重工式FA-200-180AO型

航空局承認平成22年１月13日＿__　　　　　　　　＿

２－７－５計器及び操縦装置その他の装置の使用に関する限界計器標識

　　　　　　　　　　　　　　　－‥一一一一　　　一一

≧入、 単位
赤色放射線

　(限界)

　黄色弧線
〔･::1 緑色弧線

門r〕
　白色弧線
〔昌昌

対気速度計 mph（IAS） 178 154～178 68～154 54～II9

kt（IAS） 155 134～155 59～134 47～103

燃料圧力計 psi O､5/8 一 0.5～8 一

滑油圧力計 psi 25/90
25～60
(注4)

60～90 一

揚油温度計
℃

（7）

118

(245)

　3&～60

(100～140)

　60～118

(140～245)
一

回転計

　(製造番号

FA-200-294まで)

rpm 2700 一 2200～2700 一

回転計

　(製造番号

FA-200-295以降)

rpm 2700 2600～2700 2200～2600 一

シリンダ温度計

　(注Ｄ

℃

（?）

260

(500)
一

　93～260

(200～500)
-

真空計（注1、2） inHg 4/5 一 4～5 一

真空計（注1、3） 4.5/5.2 - 4.5～5.2 -

注１）任意装備。

注2）EDO-AIRE MODEL 5000B 水平儀、MODEL4000B定針儀を装備している場合。

注3）AIMS00-14水平儀、AIM200-5定針儀を装備している場合。

注４）楷油圧力計の黄色弧線はアイドル運転時を表わす。

２一７－６操縦標識

　　以下に示す操縦標識は、実機と多少表現の異なる場合もあるが、基本的内容については同

　　じである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

又は

（１）運用限界及び運用様式に関する表示

　計器板横、バイロットの見易い所に

本飛行機ハ掲示板、標識及ピ規程ノ形デ規定サレタ運用眼界二適合スルョウ

-

-ゝ
耐空類別Ｎ類、Ｕ類又ハＡ鎖トシチ運用シナケレバナラナイ;

運用様式ハ有視界飛行方式

昼間

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間

又は

又は

－５－

運用様式ハ有視界飛行方式

昼間及ピ夜間

運用様式ハ有視界飛行方式

計器飛行方式昼間及ビ夜間
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　｀se岬ダ

QJ!易い所に.…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承認サレタ曲技飛行

　　　１．曲技飛行中ハ、補助燃料ポンプヲ使用セヨ。

　　　２．曲技飛行中、背面状態ヲ持鏡シテハナラナイ。

Ａ類ノ曲技飛行八次ノモノニ限ラレル

（背面飛行ヲ禁ズル）　最大重量940kg

種目

失速‥‥‥‥‥‥‥‥

　(ヒップストールヲ除ク)

スティープターン　…･

レージーエイト　‥‥‥

シャンデル‥‥‥‥‥

錐揉

(フラップ上ゲ、

ルーブ

　　安全開始速度

緩減速

135 mph(117kt)

135 mph(u7kt)

135 mph(n7kt)

緩減速
エンジンアイドル）

155mph(135kt)
キューバンエイト　ー…　155

一一

35

　　富士重工式FA-200-180AO型

航空局承認平成22年１月13日

種目

インメルマンターン　‥

クローバーリーフ　‥･，

エルロンロール‥‥‥

バレルロール………

スナップロール……

上昇反転･･‥‥‥‥‥

失速反転…‥‥‥‥‥

Ｕ捌の曲技飛行八次ノモノニ限ラレル　最大重量1100kg
種目

　(ヒップストールヲ除ク)

シャンデル‥‥‥‥‥

ステ･f－プターン･‥･

　　安全開始速度

緩減速

135 mph(117kt)

135 mph(n7kt)

Ｎ類　最大重量1140kg

錐揉ヲ含ムスベテノ曲技飛行ヲ禁ズル

（２）証明された横風速度

　　および設計運動速度の表示

　　　計器板上､パイロットの見、

設計運動速度VA

　　　143 mph(124kt)

　　　154mph(134kt)

Ｎ鎖、Ｕ類

Ａ鎖　　　　　ｌ

証明サレタ横風速度

（４）手荷物棚の表示

　　　手荷物相側壁に

15kt

手荷物相最大荷物重量20kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ

種目

-
レージーエイト

錐揉

(フラップ上ゲ、

● ● ● ● ● ●

　　　　安全開始速度

155 mph(135 kt)

155 mph(135 kt)

130mph(113 kt)

13omph(n3kt)

100 mph(87 kt)

120mph(104kt)

120mph(104kt)

　　　安全開始速，

135mph(n7kt)

緩減速

エンジンアイドル）

（３）フラップ・レバーの表示

　　　　フラップ・レバーの上に
いl に

ー

－6－

フラップ下ゲ速度

15°

25°

　　　139mph(121 kt)

S5°119 mph(108k句

（５）手荷物室の表示

　　　手荷物室ドアに

手荷物室最大荷物重量80kg

曲技飛行ノ場合ハ荷物ヲ積ムナ
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装着 装備品名称

加速度計

加速度計
昇降計

吸気圧力計

旋回計
総合動力計

旋回同調計

失速警報プザー

着陸灯

滑走灯

翼端灯（赤）

翼端灯（青）

尾灯（透明）

計器灯

室内灯

地図灯

衝突防止灯

スターター
スターター

スターター
スターター

磁石発電機

磁石発電機

COMM7NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMM/NAV無線機
COMMyNAV無線機
COMM/NAV無線機
ＣＯＭＭ無線機

　　　　　　　　　　ミ

｜　　　　　　　　　　　　　■

型式又は部品番号

EDO,AIRE

EDO,AIRE

EDO･AJRE
EDO,AIRE

EDO,AIRE

EDO-AIRE

22･580-05-A

22-580･054A

22･201-01･IA

22-260･01･IA

23･324-01

22-804,034

富士重工式ＦＡ－２００－１８０ＡＯ型
　　　　　　　　平成22年１月13日

数量

１
１
１
１
１
１

BRITI｀AIN MODEL TC-100(12)

cEssNA 05110a2･10

ＧＥ

ＧＥ

4509

4509

GRIMES A-1285･R･12

GRIMES A-1285･G･12

GRIMES A,2064

MS25027･1

GRIMES　B,8555A-93

GRIMES A･1425A-1-12

GRIMES D7080A-3-12

DELCO REMY 1109519

PRESTOL狸E MZ4206

PRESTOLITE MZ4218

PRESTOLITE MZ4222

BENDlx　10･382555-n

　　　　　　　(D4LN,2021)

BENDIX　10-682555･11

　　　　　　　(D4LN,3000)

KING KX-160

KING KX･170
KING　KX475

KING KX-175BE

KING　KX-175B
HONEyiVELL KX･155

KING　KY,197

１

１

１
１

１

１

１

４
　
１

１

１

１
１
１
１
１

１

１
１
１
１
１
１
１

重量kg
一

〇.4
0.4

0.4
0.5

0.6

0.6

1.1

0.3

0.2

0.2

0.11

0.11

0.13

0.1

0.1

0.1

0.7

8.1

8.1

8.1

8.1

4.9

4.9

3.8

2.9

3.2

3.2

3.2

2.2

1､5

STAmm

1,840

1,840

1,840

1,840

1,840

1,840

1,840

1,510

　585

1,170

2,660

2,660

8,160

2,000

3,230

2,050

7,880

　620

　620

　620

　620

1,150

1,160

2,260

1,760

1,760

1,760

1,760

1,760

1,790

｜

18
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４

⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　富士重工式ＦＡ－２００－１８０ＡＯ型

1　　　　　　　　　　　21==　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年１月13日

1）⑩と同じ

2｝手荷物室内の荷物が確実に固縛されているか点検し手荷物室扉のロックを確認。

１－２　エンジン始動前点検

　　　　１）手荷物、救急箱の積載、固縛を点検

　　　　２）座席を聊節、安全ベルトを点検して締める。

　　　　５）操縦装置ｏ作動点検

　　　　４）風防の作動点検

１－５　エ.yジｙ始動

　　　　１）パーキンダ・ヅ1/一考･･････････●･･･幽･･････●･幽･●･･････････････ａ･･･ａ･　ＯＮ

　　　　２）燃料切巷弁･幄･･･幽･鮪･鐘････････・･････････････唾･･･････　多い方のタｙタヘＯＮ

　　　　３）総てのスイ。チ･･････････････････････････●●･･●ｌ･･･････････････････　ＯＦＦ

　　　　４）キャフ･ヒート・ノプ･●･･････････●幽●噛･●･････●･･●･･●･････感･････････　ＣＯＬＤ

5）

6）

7）

　８）

　９）

１０）

ミタスチュアレバー●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

スロフトル1/パー　●・●・・●・

プライマー

ＲＩＣＨ

ＬＯＣＫ

１－

｜

目盛約１まで開く

●●●●●●●●●●●●

癩冷暗叱は１～５ｘトローj夕作動させ虎後･･･畠●･●･･●･●･･幽･･畠･･････●盛　　ＬＯＣＫ

･フスタースイヅチ　･瞼幽･･一一･●･･●●●･噛･････････････●･●･●･････････●･････　ＯＮ

補助燃料ポｙﾌ･ｘイッチ････････････噛-･･幽･･働･･・･･････　ＯＮ（燃圧上昇を確認）

ｘｊ一タ・ス４ッチ　･････････●･・●･････働････●●･･：●････････　　ＳＴＡＲＴ　ＰＵＳＨ

暖気運転　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

１）油圧の上昇を躍認すゐ。同時R:スロ。トルを調節し1:土ｙジン回転数を約９ロａ～

　　１０００Ｒａｌ　ｉこセットヽエンジン始動後５０秒以内叱油圧が2 5 PSIK達しｔﾚi場

　　合はエｙジｙを停止し、点検する。　　　　　　　　；

２）油圧上昇確認後、エンジｙ回転数を１０００～１２００ＲＰＭ Ｋセットして暖気運転

　　を行う。

3）補助燃料ポｙｙ･･･…ＯＦＦ

－40

熱田を確認
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